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６
年
程
前
に
上
野
で

美
術
鑑
賞
後
、
ひ
と
休

み
し
て
い
る
と
修
学
旅

行
中
と
思
わ
れ
る
子
供

た
ち
か
ら『
ス
ズ
ラ
ン
』

を
一
株
貰
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
た
し
か
宮
城

県
川
崎
町
の
小
中
一
貫

校
の
生
徒
だ
っ
た
と
記

憶
す
る
。
学
校
と
し
て

の
伝
統
で
、
か
な
り
前

か
ら
上
野
に
来
る
た
び

に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
声
を
か
け
、
希
望
者

に
ス
ズ
ラ
ン
を
差
し
上

げ
て
い
る
と
の
こ
と
。

私
は
礼
を
言
い
、
家
に

持
ち
帰
っ
た
。

　

そ
の
翌
年
、
一
輪
咲

い
た
が
、
そ
れ
以
降
芽

を
出
す
が
花
は
つ
い
て

い
な
い
。

　

そ
し
て
そ
の
翌
年
の

５
月
に
同
じ
く
上
野
美

術
館
に
出
向
き
、
家
内

が
出
て
く
る
ま
で
入
り

口
付
近
で
待
っ
て
い
る

と
び
っ
く
り
!!
今
度
は

福
島
県
の
子
供
た
ち
に

「
福
島
に
来
て
く
だ
さ

い
」と
絵
が
描
か
れ
た
画

用
紙
を
広
げ
な
が
ら
取

り
囲
ま
れ
た
。

絵
の
内
容
は
疎
覚
え
だ

が
旅
館
が
描
か
れ
て
い

た
よ
う
な
・
・
・
。

　

２
年
連
続
で
同
じ
場

所
で
全
く
知
ら
な
い
子

供
た
ち
に
声
を
か
け
ら

れ
た
の
は
、
何
と
も
言

え
な
い
変
な
気
持
ち
だ

っ
た
が
、
少
し
嬉
し
さ

も
残
る
体
験
だ
っ
た
。

　

３
年
続
き
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
感
染
対
策

等
が
功
を
奏
し
、
全
国

の
修
学
旅
行
が
復
活
し

て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

そ
し
て
ま
た
、
子
供

た
ち
と
遇
え
る
の
を
期

待
し
て
、
今
年
は
ひ
と

り
で
も
上
野
に
行
く
つ

も
り
で
い
る
。
５
月
に
。

コ
ラ
ム

関
　
博
夫

関
　
博
夫  （
花
咲
地
区
）

（
花
咲
地
区
）

～いつもお世話になっております～
賛助会員　学校法人千葉工業大学様

　

平
成
９
年
10
月
以
前
よ
り
、
習
志
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
就
業
の
発
注
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
は「
台
所
調
理
台
の
適
切
な
高
さ
」「
浴

室
用
の
給
湯
器
の
使
い
方
」な
ど
研
究
の
被
験

者
の
受
注
が
主
で
し
た
が
、
令
和
５
年
４
月
現

在「
駐
輪
場
整
理
業
務
」「
情
報
処
理
実
習
室
管

理
業
務
」「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
受
付
業
務
」を

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス

そ
れ
ぞ
れ
よ
り
派
遣
契
約
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
延
べ
30
名
の
会
員
が
お
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
印
象
、
シ
ル
バ

ー
会
員
の
働
き
ぶ
り
は
い
か
が
で
す
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年
齢
者
の

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
就

業
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
福
祉
の
充
実
に
も
寄

与
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。
多

く
の
高
年
齢
者
が
元
気
な
姿
で
働
き
、
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
若
い
世
代

に
も
刺
激
を
与
え
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い

事
で
は
と
思
い
ま
す
。
本
学
で
働
く
シ

ル
バ
ー
会
員
さ
ん
に
は
、
ご
自
身
の
こ
れ

ま
で
の
社
会
経
験
を
活
か
し
て
意
欲
的

に
勤
務
い
た
だ
い
て
お
り
、
非
常
に
助
か

っ
て
お
り
ま
す
。

②
構
内
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
と
学
生
が
接
す
る
場
が
多
く
あ
る
が
、

会
員
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
さ
ん
の
貴
重
な

社
会
経
験
等
が
、
本
学
学
生
の
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
や
責
任
の
醸
成
に
繋
が
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

③
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
契
約
に
関
係
な

く
、
御
校
の
5
年
後
、
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

建
学
の
精
神
で
あ
る「
世
界
文
化
に
技
術
で
貢

献
す
る
」に
基
づ
き
、
各
々
の
時
代
に
お
け
る
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
技
術
者
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）教
育
に
対
応
す
べ
く
学
部
改
組
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

技
術
者
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
当
大
学

は
日
本
で
現
存
す
る
私
立
工
業
大
学
で
一
番
長
い

歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

新習志野キャンパス新習志野キャンパス

津田沼キャンパス津田沼キャンパス
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「
鶴
の
恩
返
し
伝
説
の
地
」

　
山
形
県
は
、庄し

ょ
う
な
い内・最も
が
み上・村む
ら
や
ま山・置お
き
た
ま賜

の
4
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
て
、山
、

温
泉
、
寺
院
、
豊
富
な
農
作
物
な
ど
の

宝
庫
で
す
。
こ
こ
で
は
私
の
ふ
る
さ
と

南
陽
市
に
伝
わ
る
民
話
と
古こ

さ
つ刹
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
南
陽
市
は
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置

す
る
置
賜
地
区
に
属
し
ま
す
。
明
治
時

代
に
英
国
の
女
性
旅
行
作
家
イ
ザ
ベ

ル
・
バ
ー
ド
ガ
は
置
賜
・
赤
湯
地
方
を
訪

れ「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」と
記
述
し

て
い
ま
す
。
南
陽
市
に
は
、
赤
湯
温
泉

や
日
本
三
大
熊
野
の
う
ち
の
一
つ
宮
内

地
区
の
熊
野
大
社
が
あ
り
、
漆
山
地
区

に
は
夕
鶴
の
里
が
あ
り
、「
鶴
の
恩
返

し
」は
数
百
年
前
か
ら
語
り
継
が
れ
民

話
の
里
と
し
て
現
在
も
生
き
続
け
て
お

り
ま
す
。
そ
の
伝
説
は
江
戸
時
代
の
古

文
書
に
も
記
さ
れ
、
記
述
と
し
て
は
日

本
最
古
の
も
の
の
よ
う
で
す
。
又
、
鶴

の
恩
返
し
に
似
た
話
は
日
本
各
地
に
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
発
祥
の
地
と

し
て
有
名
な
の
が
南
陽
市
な
の
で
す
。

　
鶴
の
恩
返
し
と
は
、
助
け
て
く
れ
た

若
者（
金
蔵
）に
美
し
い
布（
曼ま

ん
だ
ら

荼
羅
）を

織
り
上
げ
、
形
見
と
し
て
渡
し
、
約
束

を
破
っ
た
か

ら
と
鶴
が
去

っ
て
い
く
内

容
で
す
。
そ
の

後
、
金
蔵
は
な

げ
き
苦
し
み

出
家
し
て
仏

門
に
入
り
、
お

寺
を
建
て
ま

し
た
。
そ
れ

が
檀
家
で
あ

る
古
刹
・
曹
洞

宗
・
鶴が

く

布ふ
ざ
ん山
・

珍ち
ん
ぞ
う
じ

蔵
寺
で
す
。

鶴
布
と
は
、
鶴
が
織
っ
た
布
の
こ
と
を

い
い
、
そ
の
布
を
寺
宝
と
し
て
開
基
し

た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
金

蔵
寺
で
し
た
が
宝
物
の
由
来
か
ら
珍
蔵

寺
に
改
名
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
珍
蔵
寺
の
周
辺
に
は
そ
れ
に
由
来
す

る「
織お

り
は
た機
橋ば

し
は
ね
つ
き

羽
付
」や「
鶴つ

る

巻ま
き
だ田
」な
ど
の

地
名
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
石

段
を
登
っ
た
境
内
は
山
門
と
庭
園
が
調

和
し
、
風
格
と
趣
の
あ
る
、
心
休
ま
る

静
か
な
空
間
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
数
百

年
の
樹
齢
を
持
つ
大
銀
杏
の
木
も
堂
々

と
鎮
座
し
、
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘
に

は
鶴
の
恩
返
し
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
四
季

折
々
の
す
ば
ら
し
い

風
景
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
特
に
大
銀
杏

の
葉
が
散
る
季
節
に

は
、
時
は
一
面
黄
金

色
の
見
事
な
絨
毯
に

な
り
、
私
も
小
学
校

の
帰
り
に
よ
く
お
寺

に
立
ち
寄
り
、
銀
杏

の
絨
毯
を
踏
み
し
め

る
の
が
好
き
で
し
た
。
銀
杏
の
実
を
持

ち
帰
る
と
母
が
煎
っ
て
く
れ「
子
ど
も

は
自
分
の
歳
以
上
食
べ
る
と
バ
カ
に

な
る
」と
言
わ
れ
な
が
ら
も
歳
以
上
食

べ
た
こ
と
、
本
堂
で
算
盤
を
習
っ
た
こ

と
な
ど
を
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。

　
珍
蔵
寺
の
近
く
に
当
時
築
１
５
０
年

以
上
の
茅
葺
三
階
建
て
の
生
家
が
あ
り

ま
し
た
。
庭
に
は
小
川
が
流
れ
、
魚
も

泳
い
で
い
ま
し
た
。リ
ン
ゴ
や
ナ
ツ
メ
、

カ
キ
な
ど
を
兄
弟
で
競
い
合
っ
て
食
べ

た
も
の
で
す
。
冬
は
寒
く
、
雪
も
多
く

て
霜
焼
け
が
と
て
も
辛
か
っ
た
こ
と
も

思
い
出
し
ま
す
。

　
今
は
土
地
だ
け
と
な
り
、
年
に
数
回

し
か
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

で
も
孫
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る

た
び
に
、
ふ
る
さ
と
南
陽
市
、
珍
蔵
寺

の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
こ
こ
が
私
の
ふ
る
さ
と
だ
と
自
慢

げ
に
話
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
動
物
を

優
し
く
労
わ
る
こ
と
、
約
束
を
守
る
大

切
さ
を
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　
習
志
野
に
来
て
半
世
紀
以
上
、
今
は

こ
こ
が
私
の「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」と
な
り

ま
し
た
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
一
度
、
山
形
県

南
陽
市
、
鶴
の
恩
返
し
伝
説
の
地
・
夕

鶴
の
里
と
古
刹
、
鶴
布
山
、
珍
蔵
寺
を

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

花
咲
地
区
　
加
藤
　
忠
敬

珍蔵寺珍蔵寺
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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
令
和
５
年
５
月
19
日（
金
）

　
午
後
２
時
～

　
『
谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

  

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
』

　
令
和
５
年
６
月
16
日（
金
）

　
午
後
２
時
～

　
『
谷
津
公
民
館
２
階 

講
義
室
』

　

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
袖
ケ
浦
作
業
所

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

 

（
事
務
局
）

行
事
予
定

　季節は少し先の夏の話
だが、10年以上続いていた
合宿が３年ぶりに行われ
そうで、今から楽しみにし
ている。
　八ヶ岳山麓にある先輩
の別宅に「電車組」と「車乗
り合い組」で１２、３人が
集合する。半世紀以上前
の同窓（運動部仲間）が飲
んだり食ったりの一泊二
日である。
　静かな環境に注意を払
いつつ夜遅くまで続くの
だが、最近は歳のせいもあ
り早めに寝床につくよう
になった。八ヶ岳は八月
でも関東とは気温が10度
ほど違い、早朝は肌寒いく
らいだ。
　会費のほとんどは貸布
団代と料理上手な同輩が
作るどっさりのツマミ代
に消える。長く続いてい
るのも別宅を提供してい
ただける当時の主将と料
理人のような同輩の存在
が大きい。
　平均年齢も間もなく80
歳。あと３、４年はこの贅
沢な合宿が続いてほしい。

　皆への感謝の気持ちが
この頃は特に強くなった
きがする。

広報部会

集 記編 後

出
張
入
会
説
明
会（
不
定
期
）

　第12回理事会（令和５年３月22日開催）において、令和５年度
「事業計画」「収支予算」が承認されました。
　主な内容についてご報告させていただきます。なお、詳細につ
きましては、６月23日（金）午後１時から開催予定の定時総会でご
報告いたします。

　重点施策として「会員の拡大」「就業機会の拡大」「安全・適正就
業の推進」「運営体制の充実」「健全経営・運営への取り組み」「地域
社会への貢献」の６項目を掲げました。新たな取り組みとして「入
会促進コーディネーター」の設置、入会に至らなかった説明会参
加者へのアフターフォロー、会員の健康増進としてフィットネス
クラブと連携した企画、地区の再編成・役員構成の変更、事務費率
の改定、センター事業としてのスマートフォン講座の開催などの
計画が示されました。

　令和５年度収支予算は、経常収益で前年度当初予算対比2.6％
減の４億8,180万３千円。経常費用を同対比2.8％減の４億8,425
万6,937円を計上し、前年度から引き続き収益、費用とも減少とし
た予算を策定しました。
①経常収益（収入）
受託事業収益で前年度当初予算対比1,279万５千円の減、労働者
派遣事業受託収益では32万６千円の増を見込みました。適正就
業の推進から、新規の受注では派遣事業で成立するケースが増え
ることが見込まれ、相対的に受託事業での新規で成立するケース
が見込みづらいことから、そのような事情を各事業における数値
に反映させました。
②経常費用（支出）
　事業費では、前年度当初予算対比1,722万3,307円の減、管理費
で307万130円の増、全体で1,415万3,177円減の予算縮減を行い
ました。
　経費全体でコストカットを行う一方、10月から開始される適格
請求書等保存方式（インボイス制度）による新たな税負担分の支
出を増やしています。
　経常収益から経常費用を差し引いた当期経常増減額はマイナ
ス245万3,937円と見込みました。
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